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抄録 

本 研 究 は ， ボ ー イ ス カ ウ ト に お け る キ ャ ン プ （ ス カ ウ ト キ ャ ン プ ） の 教 育 効 果 に つ い て ， そ の 質

的 な 側 面 に 着 目 し ， お も に ， ス カ ウ ト が キ ャ ン プ で 得 た 成 果 ， お よ び ， キ ャ ン プ の 前 後 に お け る ス

カ ウ ト 技 能 に 関 す る 興 味 ･ 関 心 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て い る ． そ の た め に ， ボ ー イ

ス カ ウ ト の 年 間 活 動 の メ イ ン イ ベ ン ト で あ る 夏 季 キ ャ ン プ に つ い て ， 11 都 県 の ボ ー イ ス カ ウ ト 124

名 （ 男 子 ： 101名 ， 女 子 ： 23名 ） を 調 査 対 象 と し て ， ① ス カ ウ ト が キ ャ ン プ で 得 た 成 果 ， ② 自 信 ・

興 味 を い だ い た ス カ ウ ト 技 能 等 に 関 し て ， キ ャ ン プ の 参 加 前 と 参 加 後 に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し ， 数 量

化 Ⅲ 類 に よ る 分 析 を 行 い ， 質 的 な 変 化 を 明 ら か に し た ． そ の 結 果 ， ス カ ウ ト は ， キ ャ ン プ に 参 加 す

る こ と で ， ① 「 体 力 と 精 神 力 」 「 ス カ ウ ト 精 神 」 「 優 し さ 」 「 友 情 」 「 技 能 ・ 経 験 ・ 自 信 」 の ５ つ の 成

果 を 得 て い た ． ② 徳 育 的 な 資 質 ・ 能 力 で あ る 「 ス カ ウ ト 精 神 」 の 成 果 を 得 て い た ． ③ ス カ ウ ト ス キ

ル に 対 す る 興 味 と 関 心 が 明 確 化 し た ． ④ ス カ ウ ト ソ ン グ の 捉 え 方 が 変 化 し ， ス カ ウ ト ソ ン グ 本 来 の

教 育 効 果 の 発 揮 が 示 唆 さ れ た ．  

 

１． 問題および目的 

1.1.  ボ ー イ ス カ ウ ト に お け る ス カ ウ ト 教 育 法 と

ス カ ウ ト キ ャ ン プ に つ い て  

体 験 活 動 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ ， そ の 実 践 の た め

に ， 多 様 な 教 育 の 場 で の 体 験 活 動 が 望 ま れ て い る ．  

学 校 教 育 で あ る フ ォ ー マ ル 教 育 ， 家 庭 教 育 で あ る

イ ン フ ォ ー マ ル 教 育 ， そ し て ， 地 域 に お け る 組 織

化 さ れ た 教 育 で あ る ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育 の ３ つ の

教 育 の 内 ， ボ ー イ ス カ ウ ト は ， ノ ン フ ォ ー マ ル 教

育 に 分 類 さ れ る ． 体 験 活 動 の 実 践 に お け る 長 い 歴

史 と 大 き な 実 績 ， お よ び ， 今 後 へ の 可 能 性 を 有 す

る ボ ー イ ス カ ウ ト 教 育 で は あ る が ， わ が 国 に お け

る ボ ー イ ス カ ウ ト の 教 育 効 果 に 関 す る 実 証 的 研 究

は 非 常 に 少 な い ． わ ず か に ， ボ ー イ ス カ ウ ト の 長

期 野 営 に お け る 体 験 活 動 の 教 育 効 果 に 関 す る も の

（ 中 野 ら [1][2] ） や 短 期 の キ ャ ン プ 訓 練 に お け る 体

験 活 動 の 教 育 効 果 に 関 す る も の （ 田 中 [3][4]） な ど

が あ る の み で あ る ． す な わ ち ， 90 余 年 の 歴 史 を 持

つ 日 本 の ボ ー イ ス カ ウ ト 教 育 に 関 す る 教 育 効 果 に

つ い て の 実 証 的 研 究 は ， 未 だ ほ と ん ど 手 が 着 け ら

れ て い な い と い え る ．  

ボ ー イ ス カ ウ ト は ， 1907 年 ， イ ギ リ ス で ベ ー デ

ン ・ パ ウ エ ル が 始 め ， そ の 後 世 界 中 に 広 ま っ た 青

少 年 教 育 運 動 で あ る ． そ の 教 育 目 的 は ， 公 益 財 団

法 人 ボ ー イ ス カ ウ ト 日 本 連 盟 [5]に よ れ ば ， “ 本 連 盟

は ， ボ ー イ ス カ ウ ト の 組 織 を 通 じ ， 青 少 年 が そ の

自 発 活 動 に よ り ， 自 ら の 健 康 を 築 き ， 社 会 に 奉 仕

で き る 能 力 と 人 生 に 役 立 つ 技 能 を 体 得 し ， か つ ，

誠 実 ， 勇 気 ， 自 信 お よ び 国 際 愛 と 人 道 主 義 を 把 握

し ， 実 践 で き る よ う 教 育 す る こ と を も っ て 教 育 の
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目 的 と す る ． ” と し て い る ． そ し て ， こ の 目 的 を 達

成 す る た め の 教 育 方 法 は ， 「 ス カ ウ ト 教 育 法 （ ス カ

ウ テ ィ ン グ ） 」 と 呼 ば れ て お り ， 「 ス カ ウ ト の ち か

い と お き て (Scout Promise and Low) 」 を 中 心 と し た ，

「 行 う こ と に よ っ て 学 ぶ (Learning by Doing) 」 「 個

人 の 進 歩 (Personal Progression) 」 「 チ ー ム シ ス テ ム

(Team System) 」 「 成 人 の 支 援 (Adult Support) 」 「 象

徴 的 枠 組 み (Symbolic Framework) 」 「 自 然 (Nature) 」

「 社 会 と の 協 同 (Community Involvement) 」 の ８ つ

の 要 素 が 全 体 を 構 成 し ， １ つ の シ ス テ ム と し て 構

成 さ れ て い る ． こ れ ら 要 素 の 一 つ ひ と つ は ， 教 育

的 な 機 能 を 持 っ て お り ， 各 要 素 は 他 の 影 響 を 受 け

て 完 全 な も の に な る と さ れ て い る ．  

 

 

図 1 スカウト教育法の８つの要素とそれらの関連 

 

ま た ， 野 外 は ス カ ウ テ ィ ン グ の 教 場 で あ る と い

わ れ て お り ， ス カ ウ ト 教 育 法 は ， 野 外 で の 活 動 を

基 本 と し て い る ． ス カ ウ ト は ， 自 然 の 持 つ 力 を 観

察 し ， そ の 中 で 生 活 す る こ と で ， 自 分 た ち の 限 界

に 挑 み ， そ こ か ら ， 自 ら を 発 達 ， 成 長 さ せ る ． ま

た ， 自 然 へ の 畏 敬 の 念 ， 自 然 と 調 和 を 図 る こ と ，

自 然 の 相 互 依 存 を 理 解 す る こ と は 環 境 の た め の 行

動 へ と つ な が る と さ れ て い る ．  

こ れ ら の 考 え 方 を 基 と し て 行 わ れ る キ ャ ン プ は ，

ス カ ウ ト キ ャ ン プ と 呼 ば れ ， ボ ー イ ス カ ウ ト の 中

心 的 な 活 動 と さ れ て い る ．  

1.2.  組 織 キ ャ ン プ が 及 ぼ す 教 育 効 果  

ボ ー イ ス カ ウ ト に お け る ス カ ウ ト キ ャ ン プ に 限

ら ず ， 学 校 ， 地 域 な ど 一 般 に ， 教 育 的 効 果 を ね ら

い と し て ， 組 織 的 ， 計 画 的 ， 意 図 的 に 展 開 さ れ る

キ ャ ン プ が 行 わ れ て お り ， こ れ ら は ， 組 織 キ ャ ン

プ や 教 育 キ ャ ン プ と 呼 ば れ て い る ．  

組 織 キ ャ ン プ が 参 加 者 に 及 ぼ す 教 育 効 果 に つ い

て は ， 自 己 効 力 ， 自 尊 心 ， 感 性 ， リ ー ダ ー シ ッ プ ，

「 生 き る 力 」 な ど ， 様 々 な 研 究 に よ り 明 ら か に さ

れ て い る ．  

自 己 効 力 に つ い て は ， 飯 田 ほ か [6] は ， 小 学 ５ ，

６ 年 生 を 対 象 と し た ６ 泊 ７ 日 の キ ャ ン プ に お い て ，

キ ャ ン プ 経 験 が 参 加 児 童 の 一 般 性 自 己 効 力 に 及 ぼ

す 効 果 に つ い て 研 究 を 行 い ， キ ャ ン プ 経 験 は ， 児

童 の 一 般 性 自 己 効 力 の 向 上 に 効 果 が あ り ， 特 に ，

「 失 敗 に 対 す る 不 安 」 因 子 に 著 し い 効 果 が 認 め ら

れ る と し て い る ．  

自 尊 感 情 と 信 頼 感 に つ い て は ， 正 親 ほ か [7] は ，

中 学 １ 年 生 を 対 象 と し た 組 織 キ ャ ン プ に お い て ，

組 織 キ ャ ン プ 体 験 が 生 徒 の 自 尊 感 情 と 信 頼 感 に 及

ぼ す 効 果 に つ い て 検 討 し ， 組 織 キ ャ ン プ 体 験 が 生

徒 の 自 尊 感 情 お よ び 信 頼 感 に 肯 定 的 影 響 を も た ら

す こ と を 明 ら か に し た ．  

感 性 に つ い て は ， 針 ケ 谷 ほ か [8]は ， 感 性 を ， 広

義 に は 「 価 値 あ る も の に 気 付 く 感 覚 」 と 定 義 づ け

ら れ る と し ， 「 感 性 は ， 人 間 関 係 や 価 値 観 の 形 成 ，

自 己 実 現 の 過 程 に お い て も 不 可 欠 な も の で あ る 」

と 考 え ， 小 学 ５ 年 生 か ら 中 学 １ 年 生 を 対 象 と し た

10 泊 11 日 の キ ャ ン プ に お い て ， 長 期 キ ャ ン プ 経 験

が キ ャ ン プ 参 加 者 の 感 性 に 与 え る 効 果 に つ い て 検

討 し ， 長 期 キ ャ ン プ に は 感 性 の 向 上 を 促 す 効 果 が

あ る と し て い る ．  

ま た ， リ ー ダ ー シ ッ プ に つ い て は ， 倉 本 [9] は ，

小 学 ５ ， ６ 年 生 を 対 象 と し た ４ 泊 ５ 日 の キ ャ ン プ

に お い て ， 参 加 者 の リ ー ダ ー シ ッ プ 行 動 の 変 容 ，

お よ び ， 学 校 生 活 に お け る リ ー ダ ー シ ッ プ 行 動 に

及 ぼ す キ ャ ン プ 経 験 の 効 果 に つ い て 研 究 を 行 い ，

キ ャ ン プ 経 験 に よ っ て 学 校 生 活 に お け る リ ー ダ ー

シ ッ プ 行 動 の 向 上 が 認 め ら れ ， 特 に ， 対 人 行 動 の

向 上 お よ び 諸 活 動 に 対 す る 建 設 的 ， 積 極 的 参 加 の

向 上 が 顕 著 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る ．  

社 会 的 ス キ ル に つ い て は ， 西 田 ほ か [10] は ， 小 学

５ ， ６ 年 生 を 対 象 と し た ７ 泊 ８ 日 の キ ャ ン プ に お

い て ， 組 織 キ ャ ン プ を 児 童 の 社 会 的 ス キ ル を 改 善

す る た め の ア プ ロ ー チ と し て 捉 え ， 組 織 キ ャ ン プ
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地方区 県 スカウト数
関東 東京 44
関東 神奈川 7
関東 千葉 7
関東 埼玉 7
中部 新潟 13
中部 福井 7
中部 愛知 9
中国・九州 山口 10
中国・九州 福岡 8
中国・九州 長崎 6
中国・九州 熊本 6
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表１：調査協力スカウト数（地区・県別）

体 験 に と も な う 社 会 的 ス キ ル 向 上 の 効 果 に つ い て

検 討 し ， 「 向 社 会 的 ス キ ル 」 は ポ ジ テ ィ ブ な 方 向 に

改 善 さ れ る こ と が 示 さ れ た と 述 べ て い る ．  

「 生 き る 力 」 に つ い て は ， 橘 ほ か [11] は ， ５ 泊 か

ら 31 泊 の 自 然 体 験 活 動 67 キ ャ ン プ （ 事 業 ） を 対

象 に ， キ ャ ン プ 前 後 の 変 化 量 か ら 参 加 者 の 「 生 き

る 力 」 へ の 影 響 を 検 証 し ， ① 長 期 キ ャ ン プ へ の 参

加 は ， 参 加 者 の 「 生 き る 力 」 の 向 上 に 効 果 的 で あ

っ た ． ② 長 期 キ ャ ン プ の 「 生 き る 力 」 へ の 効 果 は ，

「 徳 育 的 能 力 」 よ り も 「 心 理 的 社 会 的 能 力 」 の 側

面 に よ り 大 き く 働 い た ． ③ 生 活 環 境 ・ 自 然 環 境 が

日 常 よ り 厳 し い 条 件 下 の キ ャ ン プ の 方 が ， 「 生 き る

力 」 の 向 上 に よ り 効 果 的 で あ っ た ． ④ 克 服 的 要 素

を 含 ん だ 活 動 （ プ ロ グ ラ ム ） が よ り 効 果 的 で あ っ

た と し て い る ．  

 

1.3.  ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 教 育 効 果  

筆 者 は ， 組 織 キ ャ ン プ が 参 加 者 に 及 ぼ す 様 々 な

教 育 効 果 に 関 す る 研 究 を 参 考 に ， ス カ ウ ト 教 育 法

の 教 育 効 果 に つ い て ， そ の 測 定 可 能 性 を 確 認 す る

こ と を 主 眼 と し た 研 究 を 行 っ て い る ． ま ず ， 短 期

の 訓 練 キ ャ ン プ に お け る 教 育 効 果 に つ い て ， キ ャ

ン プ へ の 参 加 に よ り ， ス カ ウ ト の 「 生 き る 力 」 の

心 理 社 会 的 能 力 が 向 上 し ， ス カ ウ ト が 自 己 を 肯 定

的 に 捉 え る よ う に な る こ と を 明 ら か に し た （ 田 中

[3][4] ） ． 続 い て ， 隊 の 年 間 活 動 の メ イ ン イ ベ ン ト

で あ る 夏 季 キ ャ ン プ に お け る 教 育 効 果 に つ い て ，

夏 キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ り ， ス カ ウ ト の ① 「 生 き

る 力 」 「 生 き る 力 」 を 構 成 す る 「 心 理 的 社 会 的 能 力 」

「 心 理 的 社 会 的 能 力 」 を 構 成 す る 「 積 極 性 」 「 視

野 ・ 判 断 」 が ， ま た ， ② リ ー ダ ー シ ッ プ ， リ ー ダ

ー シ ッ プ を 構 成 す る 課 題 遂 行 機 能 と 集 団 維 持 機 能

が ， そ し て ， ③ 自 尊 心 の そ れ ぞ れ の 尺 度 得 点 が 向

上 す る こ と を 明 ら か に し て い る （ 田 中 [12]） ． こ れ

ら 一 連 の 研 究 結 果 は ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 教 育 効

果 の う ち ， 各 心 理 尺 度 の 量 的 な 変 化 に お け る 教 育

効 果 を 示 す も の で あ る ．  

 

1.4.  本 研 究 の 目 的  

そ こ で 本 報 告 で は ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 教 育 効

果 に つ い て ， ス カ ウ ト が キ ャ ン プ で 得 た 成 果 ， お

よ び ， キ ャ ン プ の 前 後 に お け る ス カ ウ ト 技 能 に 関

す る 興 味 ･ 関 心 の 質 的 な 変 化 を 明 ら か に す る こ と

を 目 的 と し て い る ．  

 

２． 方法 

2.1. 調 査 対 象 者  

調 査 対 象 者 は ， 11 都 県 の ボ ー イ ス カ ウ ト 124 名

（ 男 子 ： 101 名 ， 女 子 ： 23 名 ） ． 平 均 年 齢 （ SD）

は ， 事 前 調 査 ， 事 後 調 査 と も に ， 男 子 12.6 歳 (1.27) ，

女 子 12.3 歳 (1.06) で あ っ た ．  

 

2.2. 調 査 方 法  

調 査 は ， 泊 数 ４ 泊 ５ 日 前 後 で 行 わ れ る キ ャ ン プ

（ 夏 キ ャ ン プ ） の 参 加 前 ( 事 前 調 査 ： 2016 年 ６ ～ ７

月 ) と 参 加 後 ( 事 後 調 査 ： 2016 年 ８ ～ ９ 月 )に ， 質 問

紙 調 査 に よ り 実 施 し た ．  

 

2.3. 調 査 内 容  

調 査 内 容 は ， 以 下 の と お り で あ る ．  

 

(1) ボ ー イ ス カ ウ ト 活 動 に つ い て  

① ス カ ウ ト 活 動 の 楽 し さ ， ② 夏 キ ャ ン プ へ の 期

待 （ 事 前 ） ・ 夏 キ ャ ン プ の 感 想 （ 事 後 ） ， ③ 興 味 ・

自 信 の あ る ス カ ウ ト 技 能 ， ④ 進 級 へ の 意 欲  

(2) 「 生 き る 力 」 ： 「 IKR 評 定 用 紙 (簡 易 版 ) 」 (独 立 行

政 法 人 国 立 青 少 年 教 育 振 興 機 構 [13]) 28 項 目 ( 心

理 的 社 会 的 能 力 ： 14 項 目 ， 徳 育 的 能 力 ： ８ 項 目 ，

身 体 的 能 力 ： ６ 項 目 ) 

 (3) リ ー ダ ー シ ッ プ 測 定 尺 度 ( 国 立 妙 高 青 少 年 自 然

の 家 [14])20 項 目 (課 題 達 成 機 能 ： 12 項 目 ， 集 団

維 持 機 能 ： ８ 項 目 ) 

(4) 自 尊 感 情 尺 度 ( 福 岡 県 青 少 年 ア ン ビ シ ャ ス 運 動

推 進 室 [15])10 項 目  

 

2.4. 倫 理 審 査  

本 研 究 は ， 大 妻 女 子 大 学 生 命 科 学 研 究 倫 理 委 員

会 の 審 査 に よ る 倫 理 審 査 の 承 認 （ 平 成 28 年 度  

28-014 ） を 得 て い る ．  
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３．  結果 

3.1. ス カ ウ ト が キ ャ ン プ で 得 た 成 果  

キ ャ ン プ に 参 加 し て 得 た 成 果 は 何 か を 明 ら か に

す る た め に ， 「 夏 キ ャ ン プ （ キ ャ ン ポ リ ー ） で ， あ

な た が 得 た も の や 身 に 付 い た も の は 何 で す か ？ 」

と い う 設 問 へ の 回 答 に つ い て ， 数 量 化 Ⅲ 類 に よ る

分 析 を 行 っ た ． 分 析 に 使 用 し た カ テ ゴ リ ー は ， 「 キ

ャ ン プ の 技 能 」 「 貴 重 な 経 験 」 「 友 情 」 「 自 信 」 「 リ

ー ダ ー シ ッ プ 」 「 体 力 」 「 仲 間 」 「 忍 耐 力 」 「 が ん ば

る 力 」 「 勇 気 」 「 優 し さ 」 「 思 い や り 」 「 や る 気 」

「 礼 儀 正 し さ 」 「 感 謝 の 気 持 ち 」 「 誠 実 さ 」 の 16 カ

テ ゴ リ ー で あ る ．  

こ れ ら 16 カ テ ゴ リ ー に つ い て 分 析 を 行 っ た と

こ ろ ， 第 Ⅰ 軸 の 固 有 値 は .269， 第 Ⅱ 軸 の 固 有 値

は .267 で あ っ た ． さ ら に ， プ ロ ッ ト さ れ た デ ー タ

の グ ル ー ピ ン グ を 行 う た め に ， 得 ら れ た 第 Ⅰ 軸 と

第 Ⅱ 軸 の カ テ ゴ リ ー ス コ ア に つ い て ク ラ ス タ ー 分

析 （ ユ ー ク リ ッ ド 距 離 ・ ウ ォ ー ド 法 ） を 行 っ た ．

ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 に 基 づ い て 同 じ ク ラ ス タ ー

の デ ー タ を プ ロ ッ ト 図 上 で グ ル ー ピ ン グ し た と こ

ろ ， 第 一 象 限 は ， 「 体 力 ， 感 謝 の 気 持 ち ・ や る 気 ・

が ん ば る 力 ・ 忍 耐 力 」 ， 第 二 象 限 は 「 思 い や り ・ 礼

儀 正 し さ ・ 勇 気 ・ 誠 実 さ 」 ， 第 三 象 限 は ， 「 優 し さ 」

と 「 仲 間 ・ 友 情 」 ， そ し て ， 第 四 象 限 は 「 キ ャ ン プ

技 能 ・ 貴 重 な 経 験 ・ リ ー ダ ー シ ッ プ ・ 自 信 」 の ５

つ の 成 果 に グ ル ー ピ ン グ さ れ た （ 図 ２ ） ．  
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3.2. 自 信 ・ 興 味 を い だ い た ス カ ウ ト 技 能 の 変 化  

キ ャ ン プ に 参 加 し た こ と で ， 自 信 や 興 味 を い だ

い た ス カ ウ ト 技 能 が ， ど の よ う に 変 化 す る の か を

明 ら か に す る た め ， 夏 キ ャ ン プ の 前 後 で た ず ね た

「 自 信 が あ る ， ま た は ， 好 き な ス カ ウ ト 技 能 は ？ 」

と い う 設 問 へ の 回 答 に つ い て ， キ ャ ン プ 参 加 の 前

後 で そ れ ぞ れ ， 数 量 化 Ⅲ 類 に よ る 分 析 を 行 っ た ．

分 析 に 使 用 し た カ テ ゴ リ ー は ， キ ャ ン プ 参 加 の 前

後 と も ， 「 読 図 」 「 計 測 」 「 通 信 」 「 火 起 こ し 」 「 ロ ー

プ （ 結 索 ） 」 「 救 急 法 」 「 野 外 料 理 」 「 野 営 法 （ テ ン

ト ） 」 「 ソ ン グ 」 の ９ カ テ ゴ リ ー で あ る ．  

キ ャ ン プ 参 加 前 の 第 Ⅰ 軸 の 固 有 値 は .539， 第 Ⅱ 軸

の 固 有 値 は .485 で あ っ た ． キ ャ ン プ 参 加 後 の 第 Ⅰ

軸 の 固 有 値 は .502， 第 Ⅱ 軸 の 固 有 値 は .480 で あ っ

た ． さ ら に ， キ ャ ン プ 参 加 前 と 参 加 後 の そ れ ぞ れ

に つ い て ， プ ロ ッ ト さ れ た デ ー タ の グ ル ー ピ ン グ

を 行 う た め に ， 得 ら れ た 第 Ⅰ 軸 と 第 Ⅱ 軸 の カ テ ゴ

リ ー ス コ ア に つ い て ク ラ ス タ ー 分 析 （ ユ ー ク リ ッ

ド 距 離 ・ ウ ォ ー ド 法 ） を 行 い ， そ の 結 果 に 基 づ い

て 同 じ ク ラ ス タ ー の デ ー タ を プ ロ ッ ト 図 上 で ， そ

れ ぞ れ グ ル ー ピ ン グ し た ．  

キ ャ ン プ 参 加 前 と 参 加 後 の プ ロ ッ ト 図 の 変 化 か

ら ， ス カ ウ ト が 自 信 や 興 味 を い だ い た ス カ ウ ト 技

能 の 変 化 を み て み る と ， キ ャ ン プ 参 加 前 （ 図 ３ ）

で は ， 野 営 や 野 外 活 動 に 関 連 す る 技 能 で あ る 野 営

法 ， ロ ー プ ， 野 営 料 理 ， 火 お こ し ， 通 信 ， 救 急 法

が 「 野 外 活 動 技 能 」 と し て 一 つ の グ ル ー プ を 形 成

し ， ハ イ キ ン グ な ど で 必 要 な 読 図 と 計 測 が 「 読 図

と 計 測 」 の グ ル ー プ ， お よ び 「 ス カ ウ ト ソ ン グ 」

の ３ つ の グ ル ー プ が 形 成 さ れ て い た ． そ し て ， キ

ャ ン プ 参 加 後 （ 図 ４ ） は ， 「 読 図 と 計 測 」 は 参 加 前

か ら の 変 化 は み ら れ な か っ た ． し か し ， 参 加 前 の

「 野 外 活 動 技 能 」 か ら ， 野 営 技 能 で あ る 野 営 法 ，

火 起 こ し ， ロ ー プ が 分 離 す る 形 で 「 野 営 技 能 」 の

グ ル ー プ を 形 成 し ， さ ら に ， 野 外 料 理 ， 救 急 法 ，

通 信 の 「 野 外 活 動 技 能 」 と ソ ン グ が 一 つ に グ ル ー

ピ ン グ さ れ ， キ ャ ン プ の 参 加 の 前 後 で ， ス カ ウ ト

が 自 信 や 興 味 を い だ い た ス カ ウ ト 技 能 に 変 化 が あ

る こ と が 明 ら か と な っ た ．  
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４．考察 

4.1. ス カ ウ ト キ ャ ン プ で 得 ら れ た 成 果  

ス カ ウ ト が キ ャ ン プ に 参 加 し て 得 た 成 果 に 関 す

る 数 量 化 Ⅲ 類 の 分 析 の 結 果 に つ い て 考 察 す る ．  

 

4.1.1. ス カ ウ ト が ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ で 得 た ５ つ

の 成 果  

数 量 化 Ⅲ 類 に よ り グ ル ー ピ ン グ さ れ た ５ つ の 成

果 に つ い て ， そ れ ぞ れ に 含 ま れ る カ テ ゴ リ ー か ら ，

各 成 果 に つ い て 解 釈 し て み る と ， ス カ ウ ト は ， キ

ャ ン プ に 参 加 す る こ と か ら ５ つ の 成 果 を 得 た と 解

釈 で き る ． ま ず １ つ め の 成 果 は ， 体 力 や 感 謝 の 気

持 ち ， 忍 耐 力 か ら 成 り ， こ れ ら は ， 心 身 の 成 長 に

関 す る 成 果 で あ る と 考 え ら れ る こ と か ら ， こ の 成

果 は 「 体 力 と 精 神 力 」 と 解 釈 で き る ． ２ つ め は ，

思 い や り ， 礼 儀 正 し さ ， 勇 気 ， 誠 実 さ か ら 成 り ，

こ れ ら は す べ て ， ボ ー イ ス カ ウ ト の 「 ち か い と お

き て 」 に 含 ま れ る 資 質 で あ る ． 「 ち か い 」 （ 自 発 的

な 自 ら へ の や く そ く ） は ， ス カ ウ テ ィ ン グ の 原 理

（ 神 へ の つ と め ， 他 へ の つ と め ， 自 分 へ の つ と め ）

を 示 し た も の で ， ボ ー イ ス カ ウ ト 運 動 の 基 本 的 な

精 神 で あ る ． ま た ， 「 お き て 」 は ， ス カ ウ ト に と っ

て の 日 常 行 動 の 規 範 で あ る と さ れ て い る こ と か ら ，

こ の 成 果 は 「 ス カ ウ ト 精 神 」 と 解 釈 で き る ． ３ つ

め は 優 し さ の み か ら 成 る た め 「 優 し さ 」 の 成 果 と

解 釈 で き る ． ４ つ め は ， 仲 間 と 友 情 を 育 む 「 友 情 」

の 成 果 と 解 釈 で き る ． そ し て ， ５ つ め は ， 自 然 の

中 で 貴 重 な 経 験 を し ， キ ャ ン プ 技 能 を 身 に 付 け ，

貴 重 な 経 験 を 通 し て 自 信 を 得 た ， す な わ ち ， こ の

成 果 は 「 技 能 ・ 経 験 ・ 自 信 」 の 成 果 で あ る と 解 釈

で き る ．  

な お ， 図 に 描 か れ た 「 キ ャ ン プ で 得 ら れ た ５ つ

の 成 果 」 の 布 置 か ら ， こ れ ら を 説 明 す る ２ つ の 軸 ，

す な わ ち ， 成 果 の 領 域 が 個 人 的 領 域 か 社 会 的 領 域

か を 分 け る 「 成 果 の 領 域 軸 」 と ， 成 果 の 内 容 が 資

質 的 内 容 か 能 力 的 内 容 か を 分 け る 「 成 果 の 内 容 軸 」

を 想 定 す る こ と が で き た ． 前 者 に つ い て ， 第 一 象

限 の 「 体 力 と 精 神 力 」 は ， 個 人 的 な 成 果 で あ り ，

第 三 象 限 の 「 友 情 」 は ， 社 会 的 な 成 果 で あ る と 考

え ら れ ， こ れ ら は 「 成 果 の 領 域 軸 」 に よ り 説 明 さ

れ る ． ま た ， 第 二 象 限 の 「 ス カ ウ ト 精 神 」 は ， 資

質 的 な 成 果 で あ り ， 第 四 象 限 の 「 技 能 ・ 経 験 ・ 自

信 」 は ， 能 力 的 な 成 果 で あ る と 考 え ら れ ， こ れ ら

は 「 成 果 の 内 容 軸 」 に よ り 説 明 さ れ る ．  

 

4.1.2. 徳 育 的 能 力 や 資 質 に 対 す る ス カ ウ ト キ ャ ン

プ の 教 育 効 果 （ ス カ ウ ト 教 育 の 独 自 性 ）  

キ ャ ン プ で 得 ら れ た ５ つ の 成 果 の う ち ， 「 体 力 と

精 神 力 」 「 優 し さ 」 「 友 情 」 「 技 能 ・ 経 験 ・ 自 信 」 は ，

心 理 的 社 会 的 能 力 ， あ る い は ， 身 体 的 能 力 と 解 釈

で き る ． こ れ ら に 比 し て ， 「 ス カ ウ ト 精 神 」 と い う

成 果 は ， 徳 育 的 な 資 質 ， あ る い は ， 能 力 で あ る と

解 釈 で き る ． こ れ ま で 組 織 キ ャ ン プ を は じ め と す

る 様 々 な 体 験 活 動 が 参 加 者 に 及 ぼ す 教 育 効 果 に つ

い て の 研 究 で は ， 体 験 活 動 は ， 心 理 社 会 的 能 力 や

身 体 的 能 力 に 対 し て ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 を 与 え る こ

と が 報 告 さ れ て い る ． 一 方 ， 徳 育 的 な 資 質 ， あ る

い は ， 能 力 に 対 す る 組 織 キ ャ ン プ の 教 育 効 果 に つ

い て は ， 例 え ば ， 橘 ほ か [11] は ， 長 期 キ ャ ン プ の 「 生

き る 力 」 へ の 効 果 は ， 「 徳 育 的 能 力 」 よ り も 「 心 理 的

社 会 的 能 力 」 の 側 面 に よ り 大 き く 働 い た と し て お り ，

体 験 活 動 が 徳 育 的 能 力 や 資 質 を 高 め た と い う 報 告 は

少 な い ． し か し ， ボ ー イ ス カ ウ ト の 長 期 キ ャ ン プ に

お い て ， ス カ ウ ト 達 が 徳 育 的 な 能 力 や 資 質 で あ る 「 ス

カ ウ ト 精 神 」 を 得 た こ と を 示 す 本 研 究 の 結 果 は ， 学

校 ， 地 域 な ど の 組 織 キ ャ ン プ と は 異 な る ， ス カ ウ ト

キ ャ ン プ の 独 自 性 を 示 す も の で あ る と い え る ．  

2018 年 度 か ら 小 学 校 で ， 2019 年 度 か ら は 中 学 校 で ，

道 徳 が 教 科 化 さ れ る こ と に な る な ど ， 学 校 教 育 に お

い て は ， 徳 育 的 能 力 や 資 質 を 高 め る 教 育 に 関 す る 研

究 が 望 ま れ て い る ． ボ ー イ ス カ ウ ト の キ ャ ン プ が 徳

育 的 能 力 や 資 質 を 高 め る と い う 本 研 究 の 知 見 は ， フ

ォ ー マ ル 教 育 と し て の 学 校 教 育 ， イ ン フ ォ ー マ ル 教

育 と し て の 家 庭 教 育 ， そ の 他 の ノ ン フ ォ ー マ ル 教 育

と し て の 地 域 に お け る 各 教 育 現 場 に お い て ， ま た ，

教 育 の 内 容 や 手 法 に 対 す る 応 用 や 改 善 な ど に 有 用 な

示 唆 を 与 え る こ と が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る ．  

 

4.2. ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ る 自 信 や 興 味

が あ る ス カ ウ ト 技 能 の 変 化  

ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ る 自 信 や 興 味 が

あ る ス カ ウ ト 技 能 の 変 化 を 明 ら か に す る た め に 行

っ た 数 量 化 Ⅲ 類 の 分 析 の 結 果 に つ い て 考 察 す る ．  

 

4.2.1. ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ る ス カ ウ ト

の 興 味 ・ 関 心 の 明 確 化  

ス カ ウ ト キ ャ ン プ 参 加 前 （ 図 ３ ） は ， 自 信 や 興

味 が あ る 技 能 は ， 「 ス カ ウ ト ソ ン グ 」 と 「 読 図 と 計

測 」 ， お よ び ， 「 野 外 活 動 技 能 」 の ３ つ に グ ル ー ピ
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ン グ さ れ た ． こ の う ち ， 「 野 外 活 動 技 能 」 に 含 ま れ

る 野 営 法 ・ ロ ー プ ・ 野 外 料 理 ・ 通 信 ・ 火 起 こ し ・

救 急 法 と い っ た 技 能 は ， 図 の 原 点 付 近 で ， 一 つ に

ま と ま っ て グ ル ー ピ ン グ さ れ て い た ． す な わ ち ，

こ れ ら の 技 能 は ， 本 来 は ， そ れ ぞ れ 異 な る 性 質 の

ス カ ウ ト ス キ ル で あ る が ， 原 点 付 近 に 布 置 さ れ て

い る と い う こ と は ， そ れ ぞ れ が 明 確 に 区 別 さ れ て

お ら ず ， ひ と ま と ま り に 野 外 活 動 技 能 と し て 認 識

さ れ て い る と 解 釈 で き る ．  

一 方 ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ 参 加 後 は ， 原 点 付 近 に

ひ と ま と ま り に な っ て い た 野 外 活 動 技 能 が ， 野 営

（ キ ャ ン プ ） で 必 要 な 「 野 営 法 ， 火 起 こ し ， ロ ー

プ 」 と 野 外 活 動 で 必 要 な 「 救 急 法 ， 野 外 料 理 ， 通

信 」 と ， に 分 か れ ， さ ら に ， 「 野 外 活 動 技 能 」 に 「 ソ

ン グ 」 が 結 び 付 く 形 で 1 つ に グ ル ー ピ ン グ さ れ た ．

す な わ ち ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ に 参 加 す る こ と に よ

り ， 参 加 前 は ， 野 外 活 動 技 能 と し て ， 区 別 さ れ ず

ひ と ま と ま り に 認 識 さ れ て い た 技 能 が ， キ ャ ン プ

参 加 に よ り ， そ れ ぞ れ の 技 能 へ の 理 解 が 深 ま り ，

そ れ ぞ れ を 明 確 に 区 別 し て 認 識 さ れ る よ う に な っ

た と 考 え ら れ る ． す な わ ち ， ス カ ウ ト は ， ス カ ウ

ト キ ャ ン プ に 参 加 す る こ と で ， ス カ ウ ト ス キ ル に

対 す る 興 味 と 関 心 を 明 確 化 す る と 解 釈 で き る ．  

 

4.2.2. ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ り ， 「 歌 を 覚

え る 」 か ら 「 歌 で 覚 え る 」 へ  

「 ソ ン グ 」 に つ い て 注 目 し て み る と ， キ ャ ン プ

参 加 前 は ， 他 の 技 能 と は 異 質 な も の と し て 捉 え ら

れ て い た 「 ソ ン グ 」 が （ 図 ３ ） ， キ ャ ン プ 参 加 後 に

は ， 「 ソ ン グ 」 と 「 野 外 活 動 技 能 」 と が ひ と つ に グ

ル ー ピ ン グ さ れ た （ 図 ４ ） ． ボ ー イ ス カ ウ ト の 活 動

に お い て 歌 わ れ る 歌 （ ソ ン グ ） は ， ス カ ウ ト ソ ン

グ と 呼 ば れ ， 集 会 や キ ャ ン プ の セ レ モ ニ ー で 歌 わ

れ る も の ， 活 動 の 開 始 時 ， 活 動 中 ， 終 了 時 に 歌 わ

れ る も の ， あ る い は ， ス カ ウ ト 精 神 や ス カ ウ ト 技

能 に 関 す る も の な ど ， 様 々 な 歌 が ， 教 育 的 な 目 的

を 持 っ て ， 効 果 的 に 歌 わ れ て い る ． 特 に ， ス カ ウ

ト 技 能 と の 関 連 に お い て は ， 『 「 歌 を 覚 え る 」 の で

は な く ， 「 歌 で （ 技 能 を ） 覚 え る 」 』 と い わ れ て い

る ． す な わ ち ， キ ャ ン プ 参 加 に よ り ， ス カ ウ ト の

ス カ ウ ト ソ ン グ へ の 捉 え 方 が 変 化 し た こ と に よ り ，

ス カ ウ ト ソ ン グ が 持 つ ， 「 歌 で （ 技 能 を ） 覚 え る 」

と い う ， 本 来 の 教 育 効 果 が 発 揮 さ れ る こ と が 示 唆

さ れ た ．  

 

５．まとめ 

本 研 究 の 結 果 か ら ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 教 育 効

果 の 質 的 な 側 面 に つ い て ， 以 下 の よ う に 結 論 づ け

ら れ る ．  
 

ス カ ウ ト キ ャ ン プ で 得 ら れ る ５ つ の 成 果 に つ い て  

① ス カ ウ ト は ， キ ャ ン プ に 参 加 す る こ と で ， 「 体 力

と 精 神 力 」 「 ス カ ウ ト 精 神 」 「 優 し さ 」 「 友 情 」

「 技 能 ・ 経 験 ・ 自 信 」 の ５ つ の 成 果 を 得 て い た ．  
 
ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 徳 育 的 能 力 や 資 質 に 与 え る 教

育 効 果 に つ い て  

② ス カ ウ ト は ， キ ャ ン プ に 参 加 す る こ と で ， 徳 育

的 な 資 質 ・ 能 力 で あ る 「 ス カ ウ ト 精 神 」 の 向 上

が 示 唆 さ れ た ． こ れ は ， 学 校 ， 地 域 な ど の 組 織

キ ャ ン プ と は 異 な る ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ の 独 自

性 を 示 す も の で あ る ．  
 

ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ る ス カ ウ ト の 興

味 ・ 関 心 の 明 確 化 に つ い て  

③ ス カ ウ ト は ， ス カ ウ ト キ ャ ン プ に 参 加 す る こ と

で ， ス カ ウ ト ス キ ル に 対 す る 興 味 と 関 心 が 明 確 化

す る ．  
 

ス カ ウ ト ソ ン グ の 教 育 効 果 の 発 揮 に つ い て  

④ ス カ ウ ト キ ャ ン プ へ の 参 加 に よ り ， ス カ ウ ト の

ス カ ウ ト ソ ン グ へ の 捉 え 方 が 変 化 し ， 「 歌 を 覚 え

る 」 か ら 「 歌 で 覚 え る 」 と い う ， ス カ ウ ト ソ ン グ

本 来 の 教 育 効 果 の 発 揮 が 示 唆 さ れ た ．  
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